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（様式11-1）

盛岡中央消防署新庁舎及び
（仮称）山岸出張所庁舎整備等事業
基礎審査チェックリスト
（表紙）

平成２５年　　月　　日

	提案者記号
	


（様式11-2）

基礎審査チェックリスト

	審査項目
	審査内容
	確認様式
	確認
	組合確認

	■盛岡中央消防署新庁舎

	庁舎棟
	規模
	６，０００㎡程度
	10-2
	
	

	
	構造
	ＲＣ造又はＳＲＣ造・免震構造（１階床より下に設置）が採用されている
	10-2
	
	

	
	施設構成
	要求水準書に示す、必要な所要室が全て計画されている
	12-2・イ
	
	

	
	
	各所要室の面積（３５㎡以下の室を除く。）が、要求水準書の９５％以上である
	10-4
	
	

	訓練施設
	規模
	４００㎡程度
	10-2
	
	

	
	構造
	ＲＣ造又はＳＲＣ造が採用されている
	10-2
	
	

	
	施設構成
	要求水準書に示す、必要な所要室が全て計画されている
	12-2・イ
	
	

	
	
	各所要室の面積（３５㎡以下の室を除く。）が、要求水準書の９５％以上である
	10-4
	
	

	外構その他施設
	要求水準書に示す、主な施設が全て計画されている
	12-2・ア
	
	

	法令順守
	建ぺい率、容積率
	10-2
	
	

	土地利用計画
	３箇所の敷地出入口を設置し、緊急車両の主な出動動線は中央の出入口とされている
	12-2・ア
	
	

	
	来庁者や職員用の主動線は、西側の交差点に面した出入口とされている
	12-2・ア
	
	

	
	訓練施設は東側隣地に直接面して配置していない
	12-2・ア
	
	

	
	雫石川河川区域に、車両出入口を設置していない
	12-2・ア
	
	

	
	車庫の前面に緊急車両の転回スペース奥行き１０ｍ以上の空地が確保されている
	12-2・ア
	
	

	
	車両配置が縦列２台以上（後方駐車を可とする車両を除く。）の場合、車庫の背面奥行き７.５ｍ以上の通路幅が確保されている
	12-2・ア
	
	

	
	車庫の後方を開放させる場合、緊急車両が周回できる７.５ｍ以上の構内通路が確保されている
	12-2・ア
	
	

	建築計画
	身障者対応の乗用エレベーターを設ける
	10-3
	
	

	
	盛岡中央消防署の主要な諸室は２階以下又はＧＬ+７ｍ以下に設ける
	12-2・イ
	
	

	
	通信指令課関連の諸室は、１フロア内で完結した構成とされている
	12-2・イ
	
	

	
	消防本部（総務課、予防課、警防課）の主要な事務機能（火災原因調査室を除く。）は、１フロア内での構成とされている
	12-2・イ
	
	

	電気設備計画
	非常用発電機設備（７２時間バックアップ）を設ける
	10-3
	
	

	
	通信指令事務室にて施設全体の遠隔監視・制御が可能である
	10-3
	
	

	
	太陽光発電設備を設ける
	10-3
	
	

	機械設備計画
	給排水設備の緊急時利用（７２時間分）が確保されている
	10-3
	
	

	
	衛生設備において、身障者対応や節水器具の採用が計画されている
	10-3
	
	

	
	空調設備は、個別制御と集中監視制御が可能な計画とされている
	10-3
	
	

	
	車庫の天井に排ガス浄化・排気システム（緊急車両６台分）を設ける
	10-3
	
	

	中央消防署
	消防署長室
	会議室に隣接させる
	12-2・イ
	
	

	
	事務室
	消防署長室、給湯室、会議室及び査察台帳保管庫に隣接させる
	12-2・イ
	
	

	
	
	５人程度の来庁者用待合スペースを設ける
	12-2・イ
	
	

	
	
	４人用打ち合わせコーナーを３ヵ所設け、その内１ヵ所は区画されている
	12-2・イ
	
	

	
	食堂
	可動間仕切り等により区画できる畳敷きの休憩スペース及びソファを設置する休憩室を設ける
	12-2・イ
	
	

	
	消防隊仮眠室兼更衣室
	ベッド１台及び更衣ロッカー２台を一組としてそれぞれ区画して３４ヶ所設ける
	12-2・イ
	
	

	
	救急隊仮眠室
	１階に設ける
	12-2・イ
	
	

	
	
	女性用の個室仮眠室を１室設ける
	12-2・イ
	
	

	
	女性仮眠室兼更衣室
	前室を設ける
	12-2・イ
	
	

	
	
	２台のベッドを平面配置で設ける
	12-2・イ
	
	

	
	車庫
	配置車両が全て計画されており、適切な間隔で車両を駐車できる計画とされている
	12-2・イ
	
	

	
	
	救急車後部は、ストレッチャーの出し入れに支障のない計画とされている
	12-2・イ
	
	

	
	
	南部はしご乗りの練習ができる施設を２ヶ所設ける
	12-2・イ
	
	

	
	
	高圧洗浄機及びホース乾燥機を設ける
	6-9
	
	

	
	出動準備室
	車庫に隣接させる
	12-2・イ
	
	

	
	
	各ロッカーの前に１ｍ程度の着装スペースが確保されている
	12-2・イ
	
	

	
	
	２名用回転式防火衣収納ロッカー３４台及び１名用防火衣収納ロッカー２台を設ける
	6-9
	
	

	
	資機材庫
	車庫から直接出入りできる動線が確保されている
	12-2・イ
	
	

	
	救急消毒室
	車庫及び廊下から直接出入りできる計画とされている
	12-2・イ
	
	

	
	大会議室
	可動間仕切りで３部屋（２００㎡･１００㎡･１００㎡）に分割できる計画とされている
	12-2・イ
	
	

	消防本部
総務課
警防課
予防課
	消防長室
	事務室及び廊下から直接出入りできる計画とされている
	12-2・イ
	
	

	
	事務室
	消防長室、消防次長室、給湯室及び危険物台帳収納庫に隣接させる
	12-2・イ
	
	

	
	
	５人程度の来庁者用待合スペースを設ける
	12-2・イ
	
	

	
	
	４人用打ち合わせコーナーを３ヵ所設ける
	12-2・イ
	
	

	
	物品庫
	３室（２０㎡×３）に区画して設ける
	12-2・イ
	
	

	
	女性更衣室兼休憩室
	前室を設ける
	12-2・イ
	
	

	
	
	休憩室は間仕切り等により更衣室と区画されている
	12-2・イ
	
	

	
	リフレッシュルーム
	消防本部事務室の階に設ける
	12-2・イ
	
	

	消防本部
通信指令課
	通信指令室
	室外に４０人程度の小学生が一度に見学可能なスペースを設ける
	12-2・イ
	
	

	
	事務室
	通信指令室及び作戦室に隣接させる
	12-2・イ
	
	

	
	作戦室
	室外に４０人程度の小学生が一度に見学可能なスペースを設ける
	12-2・イ
	
	

	
	男性仮眠室兼更衣室
	ベッド１台及び更衣ロッカー２台を一組としてそれぞれ区画して１２ヶ所設ける
	12-2・イ
	
	

	
	女性仮眠室兼更衣室
	前室を設ける
	12-2・イ
	
	

	
	
	２台のベッドを平面配置で設ける
	12-2・イ
	
	

	消防防災課
	事務室
	給湯室、消防団室及び書庫に隣接させる
	12-2・イ
	
	

	
	消防団室
	事務室及び廊下から直接出入りできる計画とされている
	12-2・イ
	
	

	防災学習コーナー
	エントランス
	滞留及びガイダンススペースを設ける
	12-2・イ・ウ
	
	

	
	多目的ホール
	８０人程度が一度に利用できる計画とし、５０人程度の可動席（壁面収納式の観覧席システム）を設ける
	12-2・イ・ウ
	
	

	その他共
用部分等
	受付管理室
	玄関ホール及び緊急車両転回スペースが目視確認できる位置に設ける
	12-2・イ
	
	

	
	喫煙室
	来客用は大会議室の階に設ける
	12-2・イ
	
	

	
	
	消防本部事務室階の喫煙室は、リフレッシュルームに隣接して設ける
	12-2・イ
	
	

	
	
	通信指令課フロアの喫煙室は、食堂に隣接して設ける
	12-2・イ
	
	

	
	階段・廊下
	職員用玄関から消防隊仮眠室兼更衣室へ到る廊下等に７５人分の下足箱を設ける
	12-2・イ
	
	

	
	
	通信指令課フロアに２５人分の下足箱を設ける
	12-2・イ
	
	

	
	トイレ
	多目的トイレを設ける
	12-2・イ
	
	

	
	電波塔
	地上５９．５ｍとされている
	12-2・ウ
	
	

	
	機械室等
	２階以上に設ける
	12-2・イ
	
	

	外構等
	自家用給油設備
	ガソリン及び軽油を合計２０㎘貯蔵できる計画とされている
	12-2・ア
	
	

	
	
	設置基準を満たす位置に配置されている
	12-2・ア
	
	

	
	耐震性貯水槽
	耐震性貯水槽４０㎥を設ける
	12-2・ア
	
	

	
	自家発電設備
	２階以上に設ける
	12-2・イ
	
	

	
	自家発電設備用燃料タンク
	自家発電設備が連続して７２時間以上稼働できる容量が確保されている
	10-3
	
	

	
	来庁者用駐車場
	普通乗用車１５台以上（身体障害者用駐車場を含む）を白線で明示する
	12-2・ア
	
	

	
	
	大型バス２台程度以上の臨時駐車スペースを設ける
	12-2・ア
	
	

	
	来庁者用駐輪場
	５台程度駐輪できる屋根付を設ける
	12-2・ア
	
	

	
	職員用駐輪場
	自転車及びバイクが１００台程度駐輪できる屋根付を設ける
	12-2・ア
	
	

	
	除雪用ローダー置場
	車体外寸（全長約４．６ｍ、全幅約１．７ｍ、全高約２．６ｍ）を考慮した屋根付きの駐車スペースを設ける
	12-2・ア・イ
	
	

	
	懸垂幕装置
	道路から見やすい外壁面に、幅１ｍ、長さ８ｍ程度の懸垂幕装置を２基設ける
	12-2・ウ
	
	

	
	国旗掲揚ポール
	国旗掲揚のためのポール（７ｍ程度）を２基設ける
	12-2・ア
	
	

	
	囲障・植栽
	緑化率等の基準に基づく計画とされている
	10-2
	
	

	
	
	雫石川の境界線沿いには、連続した植栽帯は設けない
	12-2・ア
	
	

	
	舗装
	冬季に除雪した雪を仮置きできるスペースが、配置計画に応じて適切に確保されている
	12-2・ア
	
	

	
	融雪装置
	緊急車両出入り口に設置されている
	12-2・ア
	
	

	訓練棟
	一般事項
	ホース乾燥塔を設ける
	12-2・イ
	
	

	
	
	連結送水管設備を設ける
	12-2・イ
	
	

	
	消防設備実習室
	各設備は、屋外から見学かつ実習しやすい位置に設ける
	12-2・イ
	
	

	
	
	屋内消火栓設備（１号・２号）及びスプリンクラー設備を設ける
	12-2・イ
	
	

	訓練スペース
	訓練塔周囲に訓練スペースが確保されている
	12-2・ア
	
	

	■山岸出張所

	規模
	６００㎡程度
	10-7
	
	

	構造
	ＲＣ造又はＳＲＣ造が採用されている
	10-7
	
	

	施設構成
	要求水準書に示す、必要な所要室が全て計画されている
	12-2・シ
	
	

	
	各所要室の面積（３５㎡以下の室を除く。）が、要求水準書の９５％以上である
	10-9
	
	

	法令順守
	建ぺい率、容積率
	10-7
	
	

	主要諸室等
	事務室
	車庫を視認できる位置に設ける
	12-2・シ
	
	

	
	食堂
	事務室に隣接して設ける
	12-2・シ
	
	

	
	
	畳敷きの休憩スペースを設ける
	12-2・シ
	
	

	
	男性用仮眠室兼更衣室
	ベッド１台及び更衣ロッカー２台を一組としてそれぞれ区画して１１ヶ所設ける
	12-2・シ
	
	

	
	車庫
	配置車両が全て計画されており、適切な間隔で車両を駐車できる計画とされている
	12-2・シ
	
	

	
	
	２名用回転式防火衣収納ロッカー１２台を設ける
	12-2・シ
	
	

	
	
	高圧洗浄機及びホース乾燥機を設ける
	6-9
	
	

	
	資機材庫
	車庫から直接出入りできる動線が確保されている
	12-2・シ
	
	

	
	救急消毒室
	車庫に隣接し、救急車のストレッチャーを出し入れしやすい位置に設ける
	12-2・シ
	
	

	
	来庁者用玄関
	事務室から目視確認できる位置に設ける
	12-2・シ
	
	

	
	トイレ
	多目的トイレを設ける
	12-2・シ
	
	

	
	車両転回スペース
	車庫前に車両転回スペース前面１０ｍ程度を設ける
	12-2・サ
	
	

	
	自家発電設備
	連続して１２時間以上稼働する設備を設ける
	10-8
	
	

	
	駐車場
	来庁者の利用しやすい位置に、普通乗用車３台分（身体障害者用駐車場を含む）を白線で明示する
	12-2・サ
	
	

	
	
	緊急車両の出動経路以外の部分に、普通乗用車１５台程度の駐車スペースが確保されている
	12-2・サ
	
	

	
	囲障・植栽
	緑化率等の基準に基づく計画とされている
	10-7
	
	

	
	
	南側及び西側の敷地境界沿いに、フェンス等の囲障が設置されている
	12-2・サ
	
	

	■設計建設等業務

	工事監理
	建設企業以外の工事監理者が設置され、工事監理業務を行う計画とされている
	7-14
	
	

	工程計画
	各工事ごとの工期が適切な設定とされている
	7-17
	
	

	
	旧庁舎解体工事が、平成２９年３月３１日までに終了している
	7-17
	
	

	
	新庁舎内で通信指令システム工事が平成２７年１１月１日から着手可能とする
	7-17
	
	

	■維持管理業務

	業務の実施体制
	総括責任者が配置されている
	8-3
	
	

	
	２４時間常時連絡が可能な体制が確保されている
	8-3
	
	

	修繕更新業務
	長期修繕計画が設定されている
	8-6
	
	

	■経営管理

	事業者に関する事項
	応募者の構成員が事業者の株主総会における全議決権の２分の１を超える議決権を保有している
	9-3
	
	

	
	応募者の構成員以外の株主による、事業者の株主総会における議決権保有割合が他の議決権保有者との比較において最大の保有割合とならない
	6-16
	
	

	事業の実施体制に関する事項
	各業務における実施責任が明確で、適切なリスクの分担が図られている
	9-3、9-5
	
	

	
	各業務の効率的かつ効果的な遂行を管理する体制及び方法が明確となっている
	9-3
	
	

	事業者の財務に関する事項
	健全な財務状況を保持するための財務管理の方針及び方策が明確となっている
	9-4
	
	

	
	本事業の実施に必要な一切の資金が確保されている
	6-16
	
	

	
	収支の見通しが明確かつ確実なものとなっており、資金の不足が発生しない
	6-17
	
	

	提出書類（計算書類等）に関する事項
	計算根拠が示されており、計算ミスがなく、様式間の整合がとれている
	6-2～6-17等
	
	


※１　各確認様式は、審査内容が確認できるよう明確に記載してください。

※２　確認欄には、入札参加者により審査内容の記載を確認し、確認できたものには、「○」を記載してください。
